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　　　　　　　　　　　　　　　　 序

　久留米市は、古くから水路と陸路の要衝としての位置を占めてきました。市内には先人達の残した

文化遺産が数多く残り、その究明が進められております。

　今回の調査は、東合川三丁目で実施しました。遺跡の南東部の調査で、縄文時代や弥生時代、古代、

中世の遺構を確認し、過去の調査で見つかった遺構や、遺物の広がりを把握することができました。こ

れらの成果が地域史の研究や、久留米の歴史や文化財保護に対する市民の理解に貢献できれば幸いです。

　なお今回の発掘調査に際して、土地所有者の辻俊夫様をはじめ近隣住民の皆様に多大なご協力をい

ただきました。心より御礼申し上げます。

 

　　令和４年３月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 久留米市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教育長　井上 　謙介

 

                               例  言

１．本書は、令和３年度に辻俊夫氏の委託を受けて共同住宅建設に先立ち実施した、ヘボノ木遺跡第 

　　74次調査の発掘調査報告書である。

２．本調査の略記号はＨＢＮ－074、調査番号は202107である。

３．調査は久留米市教育委員会が調査主体となり、市民文化部文化財保護課の西拓巳が担当した。

４．遺構配置図・個別遺構図のいずれも、座標は国土調査法第Ⅱ座標系（日本測地系）を基に作成し、

　　方位は座標北を示す。なお、平成28年の熊本地震に伴うパラメータ補正は行っていない。

５．遺構配置図は、西と発掘作業員の舟越朝菜、山口誠也がトータルステーションで作成し、株式会

　　社CUBIC製の「遺構くんcubic」で編集・保存した。

６．遺物出土状況は西が水糸メッシュ法（1/10）で作成し、発掘作業員の進上裕永と宮原眞助が補助

　　した。

７．遺物実測図は、土器と陶磁器を西と出土品整理作業員の古賀和子、古賀啓子が作成し、石製品を

　　職員の小川原励が作成した。拓本は出土品整理作業員の古賀啓子と田中千佐子が作成した。

８．遺構・遺物実測図の浄書は、西と文化財整理員の今村理恵、出土品整理作業員の山元博子、湯川

　　琴美が米国アドビ製の「Adobe Illustrator」で行った。

９．土層と遺物の色調は、『新版　標準土色帖』（日本研事業株式会社、昭和42年）に準拠した。

10．写真撮影はデジタルカメラで行い、遺構写真はCanon EOS６Ｄで、遺物写真はリコーPENTAX　

　　Ｋ-１Ⅱで西が撮影した。上空からの写真撮影は、有限会社空中写真企画に委託した。写真は掲

　　載にあたり、米国アドビ製の「Adobe Photoshop」で編集した。

11．遺構の略記号は、ＳＩ－竪穴住居、ＳＫ－土坑、ＳＰ－ピット、ＳＸ－その他の遺構を示す。

12．出土遺物や図面、写真などの記録は、久留米市埋蔵文化財センターで収蔵・保管している。 

13．本書の執筆と編集は西が行った。
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                             Ϩ㸬はじめに

１㸬Ⓨ᥀調査ࡿ⮳࡟⤒⦋

ᮏ調査は、ඹྠ住Ꮿᘓタにకう事๓の発掘調査である。令和２年（2020）㸵月30日、土地所有者のࠉ

䭜ಇኵẶから、久留米市東合川三丁目257番１にࡅ࠾るࠕ埋ⶶ文化財ໟⶶの有↓ࠖの↷会がᥦ出され

た。ᙜヱ地一ᖏは、࿘知の埋ⶶ文化財ໟⶶ地であるヘボノ木遺跡の⠊ᅖෆであり、10月1�日の☜ㄆ調

査でも、地⾲ୗ1.1㹫で遺構面を☜ㄆした。ᘓ⠏ィ⏬ではᑐ㇟地に┒土が᪋されるが、ᘓ物のᮺが遺

構面にཬࡪため、発掘調査がᚲ要である᪨をᅇ⟅した。

令和３年（2021）３月25日、土地所有者から発掘調査の౫㢗がᥦ出されたため、土地所有者と久留ࠉ

米市㛗は４月13日௜でࠕヘボノ木遺跡第74次調査発掘調査委クዎ約書ࠖを⥾⤖した。⌧地での発掘調

査は４月19日から㸳月29日までᐇ᪋し、ᩚ⌮సᴗと報告書సᡂは令和４年（2022）３月31日まで西町

文化財ᩚ⌮事ົ所でᐇ᪋した。ᑐ㇟面積は1�591㎡、調査面積は住Ꮿ部ศの258㎡である。

２㸬Ⓨ᥀調査ࡢయไ

ಇኵࠉࠉ調査委ク：䭜ࠉ

ㅬ௓ࠉ教 育 㛗：஭上       ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ調査主య：久留米市教育委員会ࠉ

ᨻ高ࠉ㛗：➉村ࠉࠉ市民文化部                         部ࠉ調査⥲ᣓ：久留米市ࠉ

                                                         次ࠉࠉ㛗：῝ᇼࠉᑦᏊ

                      文化財保護課                       課ࠉࠉ㛗：Ỉᓥࠉ⚽㞝

⨾⏤⏣課㛗⿵బ：久保ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ 

ᙪ⚞ࠉᏲ、୸ᯘࠉࠉ課㛗⿵బව課主査：ⓑ木 ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

道⠊ࠉ査：Ỉ原ࠉࠉ主 ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

                                                         事ົ主査：ᑠ⃝ࠉኴ㑻、Ụᓥࠉఙᙪ

                                                         ᗢົᢸᙜ：市村久⨾Ꮚ、⟩㇂ࠉࠉ⥤

                                                     事๓☜ㄆᢸᙜ：⇃代ᫀࠉஅ

                                         発掘調査࣭報告書సᡂᢸᙜ：西ࠉࠉ拓巳

発掘సᴗ員ࠉ㟷木బᬛᏊ、ụᑼࠉᛅ行、石ᶫࠉᗣᏊ、኱಴㝯ኴ㑻、㚝ࣨỤࠉΎ、川㔝ࠉὒஅ

久保⏣ⱥႹ、㐍上ࠉ⿱Ọ、原 ࠉࠉᏛ、⯚㉺ࠉᮅ⳯、ᮏⲮࠉ㑳Ꮚ、ᐑ原ࠉ┾ຓ

ㄔஓࠉ㞞巳、ᮏ村⨾ዉᏊ、山ཱྀࠉ⏣村ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

３㸬調査ࡢ┠ⓗ࡜⤒㐣

௒ᅇの調査は、ヘボノ木遺跡の南東部のᵝ┦、特に㞄᥋する第47次調査地点で検出された、縄文時ࠉ

代や弥生時代、古代の遺構のศᕸをᢕᥱするためにᐇ᪋した。令和３年４月19日に調査器ᮦをᦙධ

し、21日から㔜機で調査༊の⾲土๤ࡂを㛤ጞした。地⾲ୗ約1.1～1.5㹫で遺構面に฿㐩し、23日まで

⾲土๤ࡂと᤼土ᩚ⌮を行った。この間、４月22日から発掘సᴗ員をᢞධし࡚遺構検出を行った。ྛ遺

構の掘๐や᧜ᙳ、 㔞な࡝の記録సᴗは４月28日からጞめ、㸳月2�日にドࣟーࣥを⏝い࡚調査༊඲ᬒ

を᧜ᙳした。✵᧜後、㸳月28日から㔜機で調査༊の埋めᡠしを㛤ጞし、㸳月29日に埋めᡠしと器ᮦの

᧔収を᏶஢し࡚、⌧地での発掘調査を⤊஢した。

Ϩ㸬はじめに



－ 2－

ϩ㸬位置と⎔ቃ

る࠼⫇久留米市は⟃⣸ᖹ㔝の中ᚰ部に位置し、⟃後川の中࣭ୗὶᇦに面する。久留米市の南東部にࠉ

⪥⣡山地の西➃には、高良山や᫂ᫍ山、㣕ᓅといったᶆ高200～300㹫の山地が位置する。⾲⣬ᅗ∧の

と࠾り、高良山からは北西にྥかっ࡚丘陵が派生し࡚࠾り、ᶆ高をῶじながら段丘崖を経࡚、⟃後川

ᕥᓊのỏ℃原に⮳る。ヘボノ木遺跡はこの丘陵の北部、南を段丘崖に、東西を中㇂川と஭⏣川にᣳま

れた、ᶆ高約13～14㹫の低位段丘の上に位置する。

ᙧ石器が⾲᥇され࡚いる。縄文時ࣇ࢖ࢼ、るே㢮の㊊跡はᪧ石器時代まで䭧りࡅ࠾ヘボノ木遺跡にࠉ

代には、ᶓ道遺跡でⲡ๰期まで䭧る土器が出土したほか、኱ᯘ遺跡やヘボノ木遺跡、山ୗ遺跡、ỈὙ

遺跡、⠛⏣遺跡、྿上遺跡、Ᏻᅜᑎ遺跡、ᯇࣨᮏ遺跡、㔝ཱྀ遺跡で土器や石製品が出土した。また、

ᶓ道遺跡では᪩期の土坑や集石遺構、ᮅጔ遺跡と神道遺跡で埋甕、西ᑠ㊰遺跡で竪穴住居と土坑⩌、

⠛⏣遺跡と㔝ཱྀ遺跡で土坑が☜ㄆされ、高良山の㯄から⟃後川にか࡚ࡅ集落があったことを示唆す

る。西ᑠ㊰遺跡で出土した石Წや石ෙは、⢭神文化や東日ᮏとの஺ὶを⪃࠼る上でὀ目できる。

弥生時代には、第47次調査でኪ⮻ᘧ土器の埋タ遺構が検出されたほか、ヘボノ木遺跡の南部で中期ࠉ

後半の竪穴住居がศᕸする。火⅏⑞跡を有する竪穴住居もあり、୹ሬ土器が出土する⚍♭土坑をకう

のが特ᚩである。中期後半の集落遺跡は、኱ᯘ遺跡や久保㔝遺跡、ᮅጔ遺跡、⠛⏣遺跡、஧ᮏ木遺跡

でも見つかっ࡚࠾り、中㇂川のᑐᓊにはᏳᅜᑎ甕᳌墓⩌があることから、さらなる集落の存在が示唆

される。後期後半には、古ᐑ遺跡と኱ᯘ遺跡で㹔Ꮠ⁁をకう竪穴住居⩌と甕᳌墓が検出され、㙾∦や

鉄㙨が出土した。ྠ時期にはヘボノ木遺跡でも竪穴住居が見られ、ᴦᾉ⣔土器（ὀ１）や㖡㙾∦、⣲

⎔㢌ยᏊが出土したほか、ᮅጔ遺跡では⯧㍕㙾の◚㙾が出土した。ྎ地西➃の኱つᶍな集落の東方

に、中㒓遺跡やᮅጔ遺跡、ヘボノ木遺跡といったẚ㍑ⓗᑠつᶍな集落が点在するᵝᏊが❚࠼る。

、られる䬹ᅬ山古ቡや࠼⪄古ቡ時代には、弥生時代⤊ᮎ期の甕᳌墓をకい、⟃後地方᭱古の古ቡとࠉ

方ቡ⩌である福⪹ᑎ古ቡ⩌が㐀Ⴀされる。

の⠏㐀年代は᫂らかではないが、ⓑ村Ụのᡓࡑ。古代にධると、高良山に神⡲石ᘧ山城が⠏かれるࠉ

にࡼりᑐእ㜵⾨のᚲ要に㏕られた㸵世紀㡭に⠏かれたと⪃࠼られ࡚いる。高良川ἢいの丘陵西➃で

も、ྠ時期の኱ᙧᘓ物や኱⁁が検出され࡚࠾り、ᅜᗓタ置๓のබⓗ᪋タ（いわࡺるࠕ๓㌟ᐁ⾦ࠖ）と

され࡚いる。๓㌟ᐁ⾦は㸵世紀ᮎまでにᡂ❧した⟃後ᅜのᅜᗓに⥅ᢎされたとࡳられ、古ᐑ地༊には

⠏地ሟをకうᘓ物⩌がࡳられる。⟃後ᅜᗓ跡や神道遺跡、山川๓⏣遺跡では、この時期にẚᐃされる

᩿ᒙやᄇ◁⑞が☜ㄆされ࡚いる。ࠗ日ᮏ書紀࠘ᕳ第஧༑஑には、ኳṊኳⓚ୐年（�78）12月に⟃⣸ᅜ

で኱地㟈が㉳きたという記㏙があり、⪥⣡山地北㯄のỈ縄᩿ᒙが㟈※とされ࡚いる。これらの地㟈⑞

跡は、このࠕ⟃⣸地㟈ࠖのᙳ㡪と⪃࠼られ࡚いる。

し࡚ᶓ道遺ࡑ、古ᐑ地༊から㜿弥㝀地༊、ᮅጔ地༊࡚ࡅ後ᅜᗓは、㸵世紀ᮎから12世紀後半にか⟄ࠉ

跡を三㑄し࡚࠾り、300次を㉺࠼る発掘調査から、古代の⟃後ᅜにࡅ࠾るᨻ἞経῭の中ᚰⓗなᙺ๭を

ᢸったことが᫂らかになっ࡚いる。また、山ୗ遺跡では㸵～㸷世紀の⁁や土坑から、⥳㔙陶器の㤶⅔

⵹や」ᩘの㉺ᕞ❔⣔㟷磁☇が出土し࡚࠾り、ࠗ高良記࠘にⓏሙする在ᅜྖ居ᒇᩜとの関連がᣦ᦬され

࡚いる。ヘボノ木遺跡では、８世紀中㡭～㸷世紀๓半にᅄ面ᗪᘓ物とඵ⬮㛛、方ᙧ࿘⁁をకうᅇᗯ

ϩ㸬位置と⎔ቃ
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－ 3－

≧遺構が㐀Ⴀされる。これらの遺構はᩘᅇのᘓ࡚᭰࠼が☜ㄆされ࡚࠾り、ࡑの性᱁はᚚ஭㒆⾦とする

ㄝと、ᑎ㝔とするㄝがある（ὀ２）。な࠾、⟃後ᅜᗓ跡からヘボノ木遺跡にか࡚ࡅは、東西に㉮る道㊰

が検出され࡚いる。この道㊰はヘボノ木遺跡で北方と東方の஧ᡭにศかれ、๓者は኱ᐓᗓへྥかう᥎

ᐃ㥐㊰、後者は山ᮏ࣭➉㔝࣭生ⴥ㒆へྥかうఏ㤿道とされ࡚いる。ྠ時期の集落遺跡は、ヘボノ木遺

跡の北東部に㸵世紀後半～８世紀中㡭の竪穴ᘓ物⩌がศᕸし、久保㔝遺跡や山ୗ遺跡、神道遺跡、⠛

⏣遺跡、஧ᮏ木遺跡でも８～㸷世紀の竪穴ᘓ物、྿上遺跡で10～11世紀の掘❧ᰕᘓ物が検出されるな

ᗈ⠊ᅖに集落遺跡がศᕸする。また、西ᑠ㊰遺跡では方ᙧ༊⏬⁁をకう10～11世紀の掘❧ᰕᘓ物、࡝

⩌が検出され࡚࠾り、ᒇᩜの存在が示唆される。

11世紀ᮎに⟃後ᅜᗓがᮅጔ地༊からᶓ道遺跡に⛣㌿したことにకい、主要道も高良山㯄の⾤道（後ࠉ

の䭎ᦶ⾤道）へ⛣ったと⪃࠼られ࡚いる。ヘボノ木遺跡のఏ㤿㊰は11世紀まで存⥆するが、12世紀

には஭ᡞや土坑、土ቼ墓が点在するのࡳとなる。㞄᥋する西ᑠ㊰遺跡でもྠᵝに土ቼ墓が点在するだ

り、⟃後ᅜᗓ跡の༊⏬⁁やୗ見遺跡の13世紀࠾だが、山ୗ遺跡では12世紀の⁁や土坑が検出され࡚ࡅ

の㤋跡とඹに、丘陵上に集落が点在したことを示唆する。䭎ᦶ⾤道ἢいでは、஧ᮏ木遺跡で10～11世

紀に遺構がቑຍし、㯄遺跡では12世紀後半の方ᙧ㤋の࿘⁁が検出され࡚࠾り、䭎ᦶ⾤道のୗ限を示す。

12～13世紀には、⠛⏣遺跡や஧ᮏ木遺跡、ᒾ஭川遺跡、Ᏻ㣴ᑎቃෆ遺跡、㯄遺跡、日出原遺跡、日出

原南遺跡、高良山኱⚃㑰跡、高良山኱ᐑྖ㑰跡で⁁や஭ᡞ、地ୗᘧቼな࡝の土坑がከᩘ検出された。

⾤道ἢいや高良኱社の㛛๓に、௒日のᚚ஭町の๓㌟にあたる集落があったことが❚࠼る。

࠙ὀࠚ

（１）ⓑ木Ᏺ࠙ࠕ㈨ᩱ⤂௓ࠚ久留米市ヘボノ木遺跡出土のᴦᾉ⣔土器ࠖࠉ福岡⪃古ㄯヰ会ࠗ福岡⪃古࠘第18号ࠉᖹᡂ11年

（２）ᑠ⃝ኴ㑻ࠕᑎ㝔かᐁ⾦か－福岡県久留米市所在ヘボノ木遺跡の機能をめࡄっ࡚－ࠖࠗࠉ古代東ᅜの⪃古Ꮫ࠘ࠉᖹᡂ17年

ϩ㸬位置と⎔ቃ

第２図 調査地点の位置と࿘㎶地ᙧᅗ（1�2�500）
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Ϫ㸬調査の記録

１㸬ᇶ本ᒙᗎ

のため地⾲約0.1～0.2㹫をࡑ。でいたࢇが୪ࢫ࢘ࣁーࣝࢽࣅ調査地点の⌧ἣは⏿地だが、௨๓はࠉ

ձ⪔స土がそう。ࡑのୗに、ղ〓色土をྵࡴ⅊〓色土が約0.1㹫見られ、調査༊北半のቨ面には、ճ

ᔞ上ࡆにకうとࡳられるཌさ0.3～0.4㹫の㯤色ࡧࡼ࠾⅊ⓑ色の◁㉁土がሁ積する。これらのୗᒙに

մཌさ0.3㹫の♟や⅊色土をྵࡴ⅊〓色土やյໟྵᒙである♟や土器∦をྵ0.2ࡴ㹫の黒〓色土、ն

♟をྵ0.1ࡴ㹫の࢜リーࣈ黒色土を経࡚、地⾲から0.9～1.3㹫、ᶆ高13.4～13.9㹫の地山面に⮳

る。遺構は、この地山面で☜ㄆした。地山は、調査༊の西部が♟をከくྵࡴὸ㯤色と⅊色の◁㉁土、

西部が♟をྵࡴにࡪいᶳ色の◁㉁土である。

２㸬᳨ฟ遺ᵓ

௒ᅇの調査では、縄文時代の竪穴住居１基、ピット１基、埋甕２基、古代の土坑３基、ピット２ࠉ

基、火葬墓１基、中世の土坑３基、ࡑの௚ከᩘのピットを検出した。௨ୗ、主な遺構につい࡚年代ࡈ

とに㏙࡭る。

Ϫ㸬調査の記録
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第３図 ヘボノ木遺跡第74次調査遺構㓄置ᅗ（1�150）
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⦖ᩥ᫬௦ࡢ遺ᵓ

❿✰ఫᒃ

ＳＩ270（第㸳～㸵ᅗ）

の⑞跡は見つからなかった⅔、࡝調査༊北東部で検出した竪穴住居である。↝土やⅣ化物の集中なࠉ

が、ᗏ面に┤ᚄ0.42～0.53㹫、῝さ0.32㹫のᰕ穴とࡳられるピットを有することや、ᖹ面ᙧから竪

穴住居とุ᩿した。⾲土๤ࡂの㝿に遺構の西半を๐ᖹし࡚しまったが、ᑠุᙧのᖹ面を有し࡚いたと

᥎ᐃできる。検出したのは㛗㍈3.05㹫、▷㍈2.53㹫のࡳで、ᗏ面までの῝さは᭱኱で0.25㹫を る。

㞄᥋する調査༊のቨ面で遺構の᩿面を☜ㄆできなかったので、㛗㍈のつᶍは㸳㹫に収まると⪃࠼ら

れる。埋土は、Ⅳ⢏や♟、土器∦を኱㔞にྵࡴ㯤〓色土だった。遺物は、ὸ㖊や῝㖊、ὀཱྀ土器の

Ϫ㸬調査の記録

第㸲図 調査༊඲ᬒ（南上✵から）

第㸳図 㹑,270 ᏶掘≧ἣ（北西から） 第㸴図 㹑,270 土器出土≧ἣ（西から）



－ �－

ὀཱྀ部な࡝約400点の⣽∦をྵࡴ

、ーࣝ⿄２⿄ศの縄文土器とࢽࣅ

ト製のᡴ製石㙨、黒᭙石࢖࢝ࢾࢧ

やᏳ山ᒾ、࢖࢝ࢾࢧトの๤∦が出

土した。

ࢺࢵࣆ

ＳＰ160（第８࣭11ᅗ）

調査༊中ኸ部西ᐤりで検出したࠉ

ピットである。ṍな隅୸方ᙧのᖹ

面を࿊し、㛗さ0.�8㹫、ᖜ0.41

㹫、῝さ0.11㹫を る。出土遺物

は、縄文土器の甕のᗏ部１点と∦

ᒾな࡝の♟２点である。

ᇙ⏎

ＳＸ２（第㸷࣭11ᅗ）

調査༊北東部で検出した。掘方ࠉ

は෇ᙧのᖹ面を࿊し、┤ᚄ0.33～

Ϫ㸬調査の記録

0.38㹫、῝さは᭱኱で0.20㹫を る。埋土は、

にࡪい〓色土が༨める。埋甕はᗏ部と⬗部で᥋合

せࡎ、出土≧ἣから᪤に๭れた≧ែで埋置した可

能性がある。埋甕௨እの遺物は出土しなかった。

ＳＸ３（第10࣭11ᅗ）

調査༊北東部で検出した。๐ᖹが特に著しく、

検出したのはᗏ面の㸳cmのࡳで、埋甕もᗏ部の

、がṧ存し࡚いた。掘方は෇ᙧのᖹ面を࿊しࡳ

┤ᚄ0.25～0.2�㹫を る。埋土はⅣ⢏をྵࡴ黒

〓色土が༨めた。埋甕௨እの出土遺物は↓い。

第㸵図 㹑㹇270ᐇ ᅗ（1�40）

㸮 １㹫

㹫
0
1
.
4
1

高
ᶆ

ᶆ高 14.10㹫

Ｐ１

第㸶図 㹑㹎1�0土器出土≧ἣ（南から）

第㸷図 㹑㹖２検出≧ἣ（南西から） 第 10図 㹑㹖３検出≧ἣ（北から）
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Ϫ㸬調査の記録

ྂ௦ࡢ遺ᵓ

ᅵᆙ

ＳＫ161（第12࣭13ᅗ）

調査༊南西部で検出した、ṍなᴃ෇ᙧのᖹ面を有ࠉ

する土坑である。㛗さ1.33㹫、ᖜ1.03㹫、῝さは

0.17㹫を る。土坑の北部はピットが後出する。埋

土は、Ⅳ⢏をྵࡴ㯤〓色◁㉁土が༨める。出土遺物

は、縄文土器や土師器の甕の⣽∦、↝ᡂ⢓土ሢ、黒

᭙石の๤∦のほか、㛗さ28cm、ᖜ13～15cm、㔜さ

7.5kJの石ⱥሢが出土した。

　ＳＫ250（第13࣭14ᅗ）

調査༊中ኸ部南ᐤりで検出した、ṍな෇ᙧのᖹ面ࠉ

を有する土坑である。遺構の西㎶をピットが๐ᖹす

る。㛗さ1.28㹫、ᖜ1.12㹫、῝さは᭱኱で0.17㹫を る。埋土は、ᶳ色土ࣟࣈッࢡをྵࡴ◁㉁のᬯ⅊

㯤色土と㯤⅊色土だった。出土遺物は、土師器のᆗやᇫ、甕、ᢕᡭ、黒色土器㸿㢮のᇫ、須恵器甕の

⬗部∦、↝ᡂ⢓土ሢ、黒᭙石の๤∦がある。

　ＳＫ300（第13࣭15ᅗ）

調査༊南東部で検出した、⣽㛗い୙ᐃᙧのᖹ面を有する土坑である。୧➃はピットが後出する。

㛗さ3.�4㹫、ᖜ0.82㹫で、῝さは᭱኱で0.2�㹫を る。ᗏ面は⦆やかな⯪ᗏ≧で、୧➃に段を有す

る。埋土は、土器∦や♟をྵࡴ黒〓色土が༨める。遺物は、縄文土器や弥生土器の甕、▷㢕ና、高

ᆗ、土師器のᆗや甕の⣽∦、⏝㏵୙᫂の土製品、黒᭙石製のᡴ製石㙨と㉥色ࣕࢳート製のࣃ࢖ࣞࢡࢫ

ー、黒᭙石や࢖࢝ࢾࢧト、石ⱥの๤∦が出土した。縄文土器と弥生土器、古代の土師器がΰ在する

が、土師器の⣽∦が᭱もከく出土し࡚いることから、古代の遺構とุ᩿した。

第 12図 㹑㹉1�1石ⱥ出土≧ἣ（南東から）

第11図 㹑㹎1�0、㹑㹖２࣭３ᐇ ᅗ（1�20）
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Ϫ㸬調査の記録

ࢺࢵࣆ

ＳＰ275（第1�࣭17ᅗ）

調査༊東部で検出した、ᴃ෇ᙧのᖹ面を有するピットである。ピットの┤ᚄは0.18～0.29㹫、῝

さは᭱኱で0.17㹫を る。ピットの῝さ0.12㹫௜㏆に土師器のᇫ２点が๭れた≧ែで埋ἐし࡚いた。

埋土は、土器∦やⅣ⢏をྵࡴ〓⅊色土だった。土師器ᇫ௨እの出土遺物は、土師器のᆗや黒色土器

㸿㢮のᇫの◚∦のࡳである。

第13図 㹑㹉1�1࣭250࣭300ᐇ ᅗ（1�40）
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第 14図 㹑㹉250遺物出土≧ἣ（北東から） 第 15図 㹑㹉300᏶掘≧ἣ（南から）
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Ϫ㸬調査の記録

ＳＰ305（第1�࣭18ᅗ）

調査༊東部ቨ㝿で検出したピットࠉ

である。南部は別のピットが後出す

るが、ṍな隅୸方ᙧのᖹ面を有する

とࡳられる。ṧ存㛗0.53㹫、ᖜ0.38

㹫、῝さは᭱኱で0.34㹫を る。ピ

ットの῝さ0.2㹫௜㏆に段があるほ

か、῝さ0.15㹫௜㏆に土師器ᆗが┤

❧した≧ែで埋ἐし࡚いた。ᆗ௨እ

には、土師器のᆗ⵹やᆗ、甕の⣽

∦、黒᭙石の๤∦が出土した。

ⅆⴿ቎

ＳＸ１（第1�࣭19࣭20ᅗ）

調査༊南西部で検出した遺構であࠉ

る。土師器甕を合ཱྀᘧに埋⣡し࡚࠾

り、㐣ཤにヘボノ木遺跡で検出され

た遺構に‽ᣐし࡚火葬墓とした。た

だし、ෆ部の埋土に火葬㦵やⅣ化

物、↝土が☜ㄆできなかったため、

埋⣡遺構な࡝௚の⏝㏵も⪃࠼られ

る。甕の埋置ゅは72rを る。⾲土

๤ࡂ中に検出したため、上甕の上部は๭れた≧ែで検出したが、ෆ部は✵Ὕで、ୗ甕に⢓㉁土がᩘ੉

ሁ積し࡚いた。甕のෆ部から土師器の─が出土したが、◚∦であり、⾲土๤ࡂ中のΰධである可能性

が高い。掘方は検出面で㛗さ0.58㹫、ᖜ0.4�㹫、῝さ0.21㹫を るが、上甕の位置からᐇ㝿の῝さは

0.�㹫௨上あったと⪃࠼られる。掘方の埋土は、㯤色土ࣟࣈッࢡや♟をከくྵࡴ黒〓色土だった。᫂

░な石⤌な࡝は↓いが、∦ᒾの◚∦がୗ甕に஌った≧ែで出土したほか、弥生土器の甕や土師器の

ᆗ、─、甕の◚∦が掘方から出土した。

第16図 㹑㹎275࣭305、㹑㹖１ᐇ ᅗ（1�20）

㸮 50FP

ᶆ高 14.00㹫

㹫
0

0
.

4
1

高
ᶆ

ᶆ高 14.10㹫

ᶆ高 13.70㹫

ᶆ高 13.70㹫

1

2

33
1

１. 黒〓色土（㯤色土ࣟࣈッࢡ、♟をከくྵࡴ）

２.黒〓色土（㯤色土ࣟࣈッࢡ、♟をከくྵࡴ）

。㉁◁ࠉࠉ

３.⅊色土 �Ⲕ色土（♟をከくྵࡴ）◁㉁。

ＳＰ275

ＳＰ305

ＳＸ１

第 18図 㹑㹎305土器出土≧ἣ（北西から）第 17図 㹑㹎275土器出土≧ἣ（西から）
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Ϫ㸬調査の記録

୰ୡࡢ遺ᵓ

ᅵᆙ

ＳＫ230（第21࣭23ᅗ）

が、ṍな隅୸方ᙧのᖹ面をࡪ調査༊南東部ቨ㝿で検出した土坑である。遺構の南半は調査༊እにཬࠉ

有するとࡳられる。検出したのは東西1.87㹫、南北1.22㹫で、῝さは᭱኱で0.45㹫を る。地山┤上

のໟྵᒙに後出し、土坑࿘ᅖの遺構にも後出する。埋土は♟をከくྵࡳ、⅊㯤〓色◁㉁土が༨める

が、ᗏ面௜㏆は⅊㯤〓色土もྵࡴ。遺物は、土師器のᆗや甕の⣽∦、㈠᫆陶磁器が出土した。

ＳＫ240（第21࣭23ᅗ）

が、ṍな隅୸方ᙧのᖹ面をࡪ調査༊南東部ቨ㝿で検出した土坑である。遺構の南半は調査༊እにཬࠉ

有するとࡳられる。検出したのは東西2.07㹫、南北1.24㹫で、῝さは᭱኱で0.4�㹫を る。地山┤上

のໟྵᒙに後出し、土坑࿘ᅖの遺構にも後出する。埋土は♟をከくྵࡴᬯ⅊㯤色から㯤⅊色の◁㉁土

である。出土遺物は、土師器のᆗや─、甕の⣽∦のࡳである。ᆗや─のᗏ部は⣒ษりᗏだった。

ＳＫ320（第22࣭23ᅗ）

ṍな隅୸方ᙧのᖹ面を有、ࡧ調査༊南東部ቨ㝿で検出した土坑である。遺構の東部は調査༊እにཬࠉ

するとࡳられる。検出したのは東西2.�2㹫、南北1.98㹫で、῝さは᭱኱で0.43㹫を る。地山┤上の

ໟྵᒙに後出し、土坑࿘ᅖの遺構にも後出する。埋土は♟をከくྵࡳ、⅊㯤〓色◁㉁土が༨めるが、

ᗏ面௜㏆は⅊㯤〓色土もྵࡴ。遺物は、土師器のᆗや─、ᇫ、甕、黒色土器㹀㢮のᇫ、ⓑ磁☇の⣽

∦、黒᭙石の๤∦が出土した。ᆗや─のᗏ部は⣒ษりᗏで༨められる。

第 19図 㹑㹖１上甕出土≧ἣ（南東から） 第 20図 㹑㹖１ୗ甕出土≧ἣ（南東から）

第 21図 㹑㹉230࣭240 ᏶掘≧ἣ（北東上✵から） 第 22図 㹑㹉320᏶掘≧ἣ（東から）
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Ϫ㸬調査の記録

３㸬ฟᅵ遺≀（第24～31ᅗ、第１࣭２⾲）

ー㸳⟽ศの遺物が出土した。኱半を縄文土器と古代の土師器、黒᭙石の๤∦がࢼࢸコࣥࣥࣃ合ィでࠉ

༨め、ేせ࡚弥生土器や古代の黒色土器㸿㢮࣭㹀㢮、須恵器、中世の土師器、㈠᫆陶磁器、ᡴ製石㙨

な࡝の石製品、鉄⁦とࡳられる鉄製品が出土した。な࠾、⾲土からも黒色土器㹀㢮のᇫの⣽∦、ṇ᱁

Ꮚ目྇きや縄目྇きの古瓦、⋢⦕を有するⓑ磁☇やྠᏳ❔⣔の㟷磁☇な࡝の㈠᫆陶磁器、⁥石製石

㘠、㏆世の陶器の◚∦が出土し࡚いる。௨ୗ、ಶࠎの遺物のヲ⣽は遺物ほᐹ⾲をཧ↷㢪いたい。

第23図 㹑㹉230࣭240࣭320ᐇ ᅗ（1�40）
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ᶆ
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ᶆ
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Ϫ㸬調査の記録

࠙遺物ほᐹ⾲につい࡚࣭ࠚ第24～31ᅗと第１࣭２⾲の遺物番号はྠ一である。

。は᚟ඖ್を、（ ）はṧ存್を、－はḞᦆまたはヱᙜする部位が↓いことをព࿡するࠞ ࣭ࠝࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

。⢏ࠖとした◁ࠕ⣽◁⢏ࠖ、１mm௨上をࠕᚤ◁⢏ࠖ、１mmᮍ満をࠕ土は、0.5mmᮍ満の◁⢏を⫾࣭ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

陶磁器ศ㢮編࠘ኴᐓᗓ市のࠉ㈠᫆陶磁器のศ㢮は、኱ᐓᗓศ㢮（ኴᐓᗓ市教育委員会ࠗ኱ᐓᗓ᮲ᆓ跡ϱϬ࣭ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

。ᖹᡂ12年）にᣐったࠉ文化財第49集ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

。遺物番号は、久留米市市民文化部文化財保護課がᐃめる出土遺物のⓏ録番号である࣭ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

㸮 10੉㸮 㸳FP

（13㹼16）

第24図 出土遺物ᐇ ᅗ１（1�4、1�2）
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Ϫ㸬調査の記録

㸮 10੉㸮 㸳FP

（34㹼36）

第25図 出土遺物ᐇ ᅗ２（1�4、1�2）
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Ϫ㸬調査の記録

㸮 10FP㸮 㸳FP

（85）

第26図 出土遺物ᐇ ᅗ３（1�4、1�2）
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Ϫ㸬調査の記録

1�.5

24.0       第１⾲

遺物ほᐹ⾲１

㹃㹖㹊ࢹーࢱ

第１⾲ 出土遺物ほᐹ⾲１

Ᏻ山ᒾ

ཱྀᚄ

�㛗さ�

ᗏᚄ

�ᖜ�

器高

�ཌさ�
እ面 ෆ面 እ面 ෆ面

底面・高台

（側面）

１

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （4.0） ᶳ色 ὸ㯤ᶳ色

ỿ⥺１᮲

ᦶ⪖
ᦶ⪖ ̿

ᚤ◁⢏、㞼ẕを

ࡴྵ

Ἴ≧ཱྀ⦕

஧次⿕⇕でᦶ⪖

202107

000085

２

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （4.5）

ὸ㯤ᶳ色～

にࡪい㯤ᶳ色
⅊㯤〓色

ᶓࢹࢼ

ỿ⥺３᮲้࣭目
ᶓࢹࢼ ̿ ◁⢏をከくྵࡴ እ面↴ࡅる

202107

000084

３

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （5.0） ⅊〓色

ᶳ色～

にࡪいᶳ色
ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ̿ ◁⢏をྵࡴ እ面ⱝᖸ↴ࡅる

202107

00010�

４

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 㖊 ࠝ18.8ࠞ ̿ （2.5）

にࡪい〓色

～⅊〓色
⅊㯤〓色

ᶓࢹࢼ

ỿ⥺４᮲้࣭目
ᶓࢹࢼ ̿

202107

000082

㸳

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 㖊 ̿ ̿ （3.8）

にࡪい

㯤ᶳ色
ὸ㯤ᶳ色 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ̿ ᚤ◁⢏をྵࡴ እ面の一部↴ࡅる

202107

000091

６

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 㖊 ̿ ̿ （4.0） にࡪいᶳ色 にࡪい〓色 ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ̿ ◁⢏をከくྵࡴ Ἴ≧ཱྀ⦕

202107

000089

㸵

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 㖊 ̿ ̿ （4.0）

⅊ⓑ色～

⅊㯤〓色

ῐ㯤色

～黒色
ᶓࢹࢼ

ᶓ࢝ࢹࢼ

ᦶ⪖
̿ ◁⢏をከくྵࡴ

202107

000088

８

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 ῝㖊 ࠝ28.�ࠞ ̿ （1�.3）

⅊㯤〓色～

にࡪい㯤ᶳ色

黒〓色～

⅊㯤〓色
࣑࢞࢟ ࣑࢞࢟ ̿ ◁⢏をྵࡴ ෆእ面に黒ᩬ

202107

000108

㸷

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （3.�）

にࡪい

㯤ᶳ色
ὸ㯤ᶳ色

ỿ⥺４᮲

縄文࣭ิ点文
ࢹࢼ ̿

ᚤ◁⢏、㞼ẕを

ࡴྵ
⬗部∦

202107

000092

10

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （5.8）

ᶳ色～

ὸ㯤ᶳ色

ᶳ色～

にࡪいᶳ色
ࢹࢼ⦪ ᶓࢹࢼ ̿ ◁⢏をከくྵࡴ ้文ࠖ�ࠕ

202107

000093

11

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 㖊 ̿ ࠝ5.2ࠞ （2.7）

にࡪい〓色

～ᶳ色
⅊〓色

ᶓࢹࢼ

ᣦ࢚࢜ࢧ
ࢹࢼ ࢹࢼ

◁⢏、〓色⢏Ꮚを

ࡴྵ
上ࡆᗏ

202107

000098

12

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器 㖊 ̿ ࠝ5.�ࠞ （1.9）

ᶳ色～

ὸ㯤ᶳ色
にࡪい㯤ᶳ色

ᶓࢹࢼ

ᣦ࢚࢜ࢧ
ᶓࢣズリ࢝ ࢹࢼ ◁⢏をྵࡴ 上ࡆᗏ

202107

000099

13

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器

ὀཱྀ

土器
̿ ̿ （4.2）

ὸ㯤ᶳ色

～⅊㯤〓色
にࡪい㉥〓色 ࢹࢼ 䬼Ꮝ ̿ ⢭良。◁⢏をྵࡴ

202107

000100

14

第24ᅗ
㹑㹇270 縄文土器

୙᫂

製品
（2.45） （1.85） 1.�5 ᶳ色 にࡪいᶳ色 ࢹࢼ ᮍ㈏通の䬼Ꮝ ̿

◁⢏、㞼ẕ、㉥色

⢏Ꮚをྵࡴ

202107

000107

15

第24ᅗ
㹑㹇270 石製品

ᡴ製

石㙨
2.4 1.7 0.4 ̿ Ᏻ山ᒾ 1.55㹥

202107

000101

1�

第24ᅗ
㹑㹇270 石製品

ᡴ製

石㙨
2.4 （1.7） 0.5 ̿

基部ᢡᦆ

�2.00�㹥

202107

000102

17

第24ᅗ

㹑㹇270

㹎１
縄文土器 ῝㖊 ࠝ1�.4ࠞ ̿ （5.�）

〓⅊色～

ὸ㯤ᶳ色

⅊㯤〓色

～㯤ᶳ色
工ලࢹࢼ 工ලࢹࢼ ̿ ◁⢏をከくྵࡴ ෆእ面↴ࡅる

202107

000143

18

第24ᅗ

㹑㹇270

㹎１
縄文土器 ὸ㖊࢝ ̿ ̿ （2.1）

にࡪい〓色～

にࡪいᶳ色

黒〓色～

にࡪい〓色

ᶓࢹࢼ

ỿ⥺２᮲
ᶓࢹࢼ ̿

⣽◁⢏、㞼ẕを

ࡴྵ

ෆ面᥋合⑞あり、↴ࡅ

る

202107

000144

19

第24ᅗ

㹑㹇270

㹎１
縄文土器 㖊 ̿ ̿ （2.7）

ᶳ色～

ὸ㯤ᶳ色
にࡪい㯤ᶳ色 ᦶ⪖ ࢹࢼ⦪ ᮍ調ᩚ ᚤ◁⢏をྵࡴ

202107

000145

20

第24ᅗ
㹑㹎1�0 縄文土器 甕 ̿ ࠝ13.2ࠞ （�.�） ᶳ色 にࡪい㯤ᶳ色 ࢹࢼ⦪ ࢹࢼ ࢝ࢹࢼ ◁⢏をከくྵࡴ

202107

000039

21

第24ᅗ
㹑㹖２ 縄文土器 ῝㖊 ̿ 8.�

ࠝ20.1ࠞ
合ᡂ

⅊㯤〓色

～ᶳ色
⅊色～ᶳ色

ᶓࢹࢼ

ࢹࢼ⦪

ᶓࢹࢼ

ࢹࢼ
ࢹࢼ ◁⢏をከくྵࡴ

እ面⬗部↴ࡅる

ෆ面⬗部㉥ኚ

202107

000005

22

第24ᅗ
㹑㹖３ 縄文土器 ῝㖊 ̿ 12.0 （3.0）

にࡪい

ᶳ色
〓⅊色

ࢹࢼ

ᣦ࢚࢜ࢧ
ࢹࢼ ᮍ調ᩚ ◁⢏をከくྵࡴ

202107

00000�

23

第24ᅗ
㹑㹉250 土師器 ᆗ ࠝ14.8ࠞ ࠝ10.8ࠞ 2.� ᶳ色

⅊㯤〓色

～ᶳ色

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

ヘࣛษり

ᦶ⪖

⢭良。㉥色⢏Ꮚを

ࡴྵ
ᦶ⪖著しい

202107

000071

24

第24ᅗ
㹑㹉250 土師器 ᆗ ࠝ11.8ࠞ ࠝ�.�ࠞ 3.7

にࡪい㯤ᶳ色

～黒色

にࡪい㯤ᶳ色

～ᶳ色
ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ࢹࢼ

ヘࣛษり

ᮍ調ᩚ

⢭良。㉥色⢏Ꮚを

ࡴྵ

ᦶ⪖著しい

እ面ᗏ部黒ኚ

202107

000075

25

第24ᅗ
㹑㹉250 土師器 ᇫ ̿ 19.2 （5.0）

にࡪい

㯤ᶳ色

にࡪい

㯤ᶳ色

ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘࣛࢣズリ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ࢹࢼ

ヘࣛษり

᥋合ࢹࢼ

⢭良。㉥色⢏Ꮚを

ከくྵࡴ
እ面ᦶ⪖著しい

202107

00007�

2�

第25ᅗ
㹑㹉250 土師器 甕 ࠝ1�.�ࠞ ̿ （12.0） ᶳ色～黒色

にࡪいᶳ色

～にࡪい〓色

刷ẟ目

ᅇ㌿ࢹࢼ

ズリࢣ

ᅇ㌿ࢹࢼ
̿

◁⢏、〓色⢏Ꮚ、

黒色⢏Ꮚをྵࡴ
እ面に黒ᩬ、஧次⿕⇕

202107

000077

27

第25ᅗ
㹑㹉250 土師器 甕 ࠝ24.�ࠞ ̿ （�.8）

ᶳ色～

にࡪい㯤ᶳ色

にࡪいᶳ色～

にࡪい㯤ᶳ色

刷ẟ目

ᅇ㌿ࢹࢼ

刷ẟ目

ᅇ㌿ࢹࢼ
̿

◁⢏、㉥色⢏Ꮚを

ࡴྵ
እ面に஧次⿕⇕

202107

000078

28

第25ᅗ
㹑㹉250 土師器 ᢕᡭ （�.2） （9.3） （8.8）

にࡪい㯤ᶳ色

～黒色
ᶳ色

目ࢣࣁ

࢚ࢧ࢜
᥋合ࢹࢼ ̿

⢭良。㉥色⢏Ꮚ、

石⢏をྵࡴ
እ面の኱半黒ኚ

202107

000072

29

第25ᅗ
㹑㹉250

黒色土器

㸿㢮
ᇫ ̿ 7.8 （4.9）

ᶳ色～

にࡪい㯤ᶳ色
黒色

ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘࣛࢣズリ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘ࣑ࣛ࢞࢟

ヘࣛษり

᥋合ࢹࢼ

⢭良。㞼ẕ、㉥色

⢏Ꮚをྵࡴ
ᗏ部∦

202107

000073

30

第25ᅗ
㹑㹉300 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （8.8） にࡪいᶳ色

⅊〓色～

にࡪいᶳ色

ᶓࢹࢼ

้目文
ᶓ方ྥの᮲⑞ ̿ ◁⢏をከくྵࡴ

202107

000119

31

第25ᅗ
㹑㹉300 縄文土器 㖊 ࠝ9.5ࠞ ̿ （2.5） ῐ㯤ᶳ色

ῐ㯤ᶳ色～

にࡪい㯤ᶳ色

ᶓࢹࢼ

縄文㹐㹊
ᶓࢹࢼ ̿ ᚤ◁⢏をྵࡴ

202107

000121

32

第25ᅗ
㹑㹉300 弥生土器 高ᆗ ̿ ̿ （2.5）

᫂㉥〓色～

にࡪい㯤ᶳ色
にࡪい㯤ᶳ色

࣑࢞࢟

୹ሬ
ᶓࢹࢼ

ᶓࢹࢼ

୹ሬ๤㞳
◁⢏をከくྵࡴ ᗏ部∦

202107

000125

33

第25ᅗ
㹑㹉300 弥生土器 ▷㢕ና ̿ ̿ （�.0） ᫂㉥〓色 にࡪい㉥〓色

ᾘしࢹࢼ

ᶓࢹࢼ

ᾘしࢹࢼ

ᶓࢹࢼ
̿

⢭良。◁⢏、㞼ẕ

をྵࡴ
እ面୹ሬ

202107

000124

34

第25ᅗ
㹑㹉300 土製品

୙᫂

製品
（2.7） （2.95） 1.5

ᶳ色～

にࡪいᶳ色
にࡪいᶳ色

ࢹࢼ

ᶓࢹࢼ
ࢹࢼ ̿ ◁⢏をከくྵࡴ

202107

000128

35

第25ᅗ
㹑㹉300 石製品

ᡴ製

石㙨
3.1 （2.0） 0.5 ̿ 黒᭙石

基部ᢡᦆ

（2.00）㹥

202107

00012�

3�

第25ᅗ
㹑㹉300 石製品

࢖ࣞࢡࢫ

ーࣃ
2.� 2.� 1.2 ̿ ㉥ࣕࢳート 7.10㹥

202107

000127

37

第25ᅗ
㹑㹎275 土師器 ᇫ ࠝ14.7ࠞ ࠝ8.4ࠞ �.3 ᶳ色～黒色

ᶳ色～

にࡪいᶳ色

ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘࣛࢣズリ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ࢹࢼ

ヘࣛษり

᥋合ࢹࢼ

⢭良。㉥色⢏Ꮚを

ከくྵࡴ
እ面ᗏ部に黒ᩬ

202107

000111

38

第25ᅗ
㹑㹎275 土師器 ᇫ ࠝ10.8ࠞ ࠝ7.8ࠞ 5.0

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

ヘࣛษり

ᦶ⪖

⢭良。㉥色⢏Ꮚを

ࡴྵ
ᦶ⪖著しい

202107

000112

39

第25ᅗ
㹑㹎305 土師器 ᆗ⵹ ̿ ̿ （2.1） ὸ㯤ᶳ色

ᬯ⅊㯤色

～㯤ᶳ色

ヘࣛࢣズリ

ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ ̿

⢭良。㞼ẕ、〓色

⢏Ꮚをྵࡴ
ෆእ面ཱྀ⦕部に↴௜╔

202107

000132

40

第25ᅗ
㹑㹎305 土師器 ᆗ

12.�

～13.0

7.4

～7.5

3.1

～3.2
黒〓色～ᶳ色 黒色～ᶳ色 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ヘࣛษり

⢭良。㞼ẕ、〓色

⢏Ꮚをྵࡴ

ཱྀ⦕部ややṍࡴ

ෆእ面にἜ↮࣭黒ᩬ

202107

000133

41

第25ᅗ
㹑㹖１ 土師器 甕

27.2～

28.0
̿ （27.1） ᶳ色 ᶳ色

刷ẟ目

ᅇ㌿ࢹࢼ

ズリࢣ

ᅇ㌿ࢹࢼ
̿ ◁⢏をྵࡴ

202107

000001

42

第25ᅗ
㹑㹖１ 土師器 甕

24.8～

2�.0
7.0

21.9～

23.7
ᶳ色～黒色 ᶳ色

刷ẟ目

ᅇ㌿ࢹࢼ

࢚ࢧズリ࣭࢜ࢣ

ᅇ㌿ࢹࢼ
ズリࢣ ◁⢏をྵࡴ

⬗部ᚄ：2�.0cm

እ面に黒ᩬ２ࣨ所

202107

000002

43

第25ᅗ

㹑㹖１

甕ෆ部
土師器 ─ ࠝ15.�ࠞ ࠝ12.8ࠞ 1.9

ᶳ色～

にࡪいᶳ色
ᶳ色 ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ࢹࢼ

ヘࣛษり

ᯈ目ᅽ⑞

⢭良。〓色⢏Ꮚを

ࡴྵ

202107

000003

44

第25ᅗ

㹑㹖１

掘方
弥生土器 甕 ̿ �.7 （3.2）

にࡪい

〓色
〓⅊色 刷ẟ目 ࢹࢼ ᮍ調ᩚ ◁⢏をከくྵࡴ ᗏ部∦

202107

000004

45

第25ᅗ
㹑㹉230

㈠᫆

陶磁器
☇ ̿ �.0 （1.�）

⅊ⓑ色

（㔙⸆）

⅊ⓑ色

（⫾土）
̿

ᅇ㌿ࢹࢼ

᪋㔙

ヘࣛࢣズリ

㟢⫾

⢭良。黒色⢏Ꮚを

ࡴྵ

ⓑ磁☇ϫ㢮

面Ꮚに㌿⏝

202107

0000�1

遺物

1o.

出土

遺構
種ࠉ別 器ࠉ種

ἲࠉ㔞ࠉ�cm� 色ࠉ調 調࣭ᩚࠉ文ࠉᵝ
土ࠉ⫾

石ࠉᮦ
㔜㔞࣭ഛ⪃

Ⓩ録

番号

黒色 ᩙᡴ⑞

㉥色 ᩙᡴ⑞

⅊色 ᩙᡴ⑞

黒色 ᩙᡴ⑞

ᶳ色

ᚤ◁⢏、㞼ẕを

ࡴྵ



－1�－

Ϫ㸬調査の記録

第２⾲ 出土遺物ほᐹ⾲２

1�.5

24.0       第２⾲

遺物ほᐹ⾲２

㹃㹖㹊ࢹーࢱ

ཱྀᚄ

�㛗さ�

ᗏᚄ

�ᖜ�

器高

�ཌさ�
እ面 ෆ面 እ面 ෆ面

底面・高台

（側面）

4�

第25ᅗ
㹑㹉240 縄文土器 㖊 ̿ �.2 （1.8）

にࡪい㯤ᶳ色

～ᶳ色

〓⅊色～

にࡪい㯤ᶳ色

ࢹࢼ

ᦶ⪖

ࢹࢼ

ᦶ⪖
ࢹࢼ 石⢏をከくྵࡴ

ᗏ部∦

ᦶ⪖著しい

202107

0000�5

47

第25ᅗ
㹑㹉240 土師器 ᑠ─ ̿ ̿ 1.2

にࡪい㯤色

～⅊〓色
にࡪいᶳ色 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ̿

⢭良。㞼ẕを

ࡴྵ

202107

0000��

48

第25ᅗ
㹑㹉320 土師器 ᆗ ̿ ࠝ11.2ࠞ （1.0）

㯤ᶳ色～

ὸ㯤ᶳ色

ᶳ色～

⅊㯤色

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

⣒ษりᗏ

ᦶ⪖

⢭良。㞼ẕ、〓色

⢏Ꮚをྵࡴ

202107

000138

49

第25ᅗ
㹑㹉320 土師器 ─ ࠝ9.7ࠞ ࠝ7.2ࠞ 1.85 ᶳ色 ᶳ色 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ

⣒ษり

ᯈ目⑞࢝

⢭良。㞼ẕ、〓色

⢏Ꮚをྵࡴ

202107

000139

50

第25ᅗ
㹑㹉320 陶磁器 ☇ ̿ ̿ （3.0）

⅊ⓑ色

（㔙⸆）

⅊ⓑ色

（⫾土）
᪋㔙 ᪋㔙 ̿

⢭良。黒色⢏Ꮚを

ࡴྵ

202107

000142

51

第2�ᅗ
㹑㹎3� 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （2.9） ῐ㯤色 ῐ㯤色

ỿ⥺１᮲

ᶓࢹࢼ
ᶓࢹࢼ ̿

ᚤ◁⢏をከく

ࡴྵ

202107

000011

52

第2�ᅗ
㹑㹎200 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （3.4）

黒〓色～

にࡪい㯤ᶳ色
黒〓色

ᶓࢹࢼ

ᣦ࢚࢜ࢧ

ᶓࢹࢼ

ࢹࢼ
̿

◁⢏、ᚤ◁⢏をከ

くྵࡴ

ཱྀ⦕に黒ᩬ

እ面↴ࡅる

202107

000050

53

第2�ᅗ
㹑㹎238 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （3.4）

〓⅊色～

にࡪい㯤ᶳ色
にࡪい㯤ᶳ色

ᶓࢹࢼ

ᦶ⪖

ᶓࢹࢼ

ᦶ⪖
̿ ◁⢏をከくྵࡴ

ཱྀ⦕部∦

ᦶ⪖著しい

202107

0000�3

54

第2�ᅗ
㹑㹎333 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （3.8）

⅊色～

ὸ㯤ᶳ色

⅊㯤〓色

～ὸ㯤ᶳ色

ᶓࢹࢼ

ỿ⥺３᮲
工ලࢹࢼ ̿

⣽◁⢏、㞼ẕをྵ

ࡴ

⬗部ᚄ：ࠝ15.2ࠞcm

እ面に黒ᩬと↴

202107

000147

55

第2�ᅗ
㹑㹎43 縄文土器 ὸ㖊 ̿ ̿ （3.5）

黒〓色～

ὸ㯤ᶳ色
⅊〓色 ᶓࢹࢼ

ᶓࢹࢼ

ズリࢣ
̿

⢭良。ᚤ◁⢏、㞼

ẕをྵࡴ
እ面に黒ᩬ

202107

000012

5�

第2�ᅗ
㹑㹎283 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （8.0） ῐ㯤ᶳ色

ῐ㯤ᶳ色～

⅊㯤〓色
ࢹࢼ

ࢹࢼ

㈅Ẇ᮲⑞
̿

◁⢏、㞼ẕを

ࡴྵ

202107

000114

57

第2�ᅗ
㹑㹎9� 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （5.2） 黒〓色～〓色 〓⅊色～ᶳ色 ้目 ᶓࢹࢼ ̿

◁⢏、㞼ẕを

ከくྵࡴ

202107

000025

58

第2�ᅗ
㹑㹎148 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （3.�）

ᶓࢣズリ

พ点文
ᶓࢣズリ ̿

◁⢏、ᚤ◁⢏を

ࡴྵ

202107

000035

59

第2�ᅗ
㹑㹎211 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （2.5） にࡪい㯤ᶳ色

ὸ㯤色～

にࡪい㯤色
ᶓࢹࢼ

ᶓࢹࢼ

ズリࢣ
̿ ♟、◁⢏をྵࡴ እ面↴ࡅる

202107

000055

�0

第2�ᅗ
㹑㹎84 縄文土器 㖊 ̿ ̿ （�.4） พ⥺文 ᶓࢹࢼ ̿ ⁥石をྵࡴ �1に㢮ఝ

202107

000021

�1

第2�ᅗ
㹑㹎93 縄文土器 㖊 ̿ ̿ （5.�） ᬯ㉥〓色 ᬯ㉥〓色 พ⥺文 ࢹࢼ ̿ ⁥石をྵࡴ �0に㢮ఝ

202107

000023

�2

第2�ᅗ
㹑㹎314 縄文土器 ῝㖊 ̿ 3.1 （2.8）

にࡪい㯤〓色

～ᶳ色
にࡪい㯤ᶳ色 ᶓࢹࢼ ࢹࢼ⦪ ᥋合⑞

ほぼ⢭良。◁⢏、

ᚤ◁⢏をྵࡴ
እ面↴ࡅる

202107

000137

�3

第2�ᅗ
㹑㹎59 縄文土器 ῝㖊 ̿ ࠝ�.2ࠞ （2.8） 黒〓色～ᶳ色 黒色

ᶓࢹࢼ

࢚ࢧ࢜
ࢹࢼ ࢹࢼ

◁⢏、ᚤ◁⢏、㞼

ẕを኱㔞にྵࡴ

ᗏ部↴ࡅる

஧次⿕⇕でᦶ⪖

202107

00001�

�4

第2�ᅗ
㹑㹎171 縄文土器 㖊 ̿ ࠝ7.4ࠞ （2.55） ᶳ色 にࡪい〓色

ᶓࢹࢼ

ᣦ࢚࢜ࢧ

ᶓࢹࢼ

ࢹࢼ
ᮍ調ᩚ

◁⢏、ᚤ◁⢏を

ࡴྵ

202107

000042

�5

第2�ᅗ
㹑㹎171 縄文土器 㖊 ̿ ࠝ8.8ࠞ （2.�）

ὸ㯤ᶳ色

～ᶳ色

黒〓色～

ὸ㯤ᶳ色
ᶓࢹࢼ ᶓࢹࢼ ᮍ調ᩚ

ᚤ◁⢏、黒色࣭〓

色⢏Ꮚをྵࡴ
ෆ面↴ࡅる

202107

000043

��

第2�ᅗ
㹑㹎211 縄文土器 㖊 ̿ ࠝ9.0ࠞ （2.�5）

ᶳ色～

にࡪいᶳ色
にࡪい㯤ᶳ色 ᣦ࢚࢜ࢧ ࢹࢼ ࢹࢼ

◁⢏、⣽◁⢏を

ࡴྵ

202107

00005�

�7

第2�ᅗ
㹑㹎122 弥生土器 甕 ̿ ̿ （4.1）

にࡪいᶳ色

～黒〓色

にࡪい〓色

～⅊〓色

้目✺ᖏ

࢚ࢧ࢜
ࢹࢼ ̿ ◁⢏をከくྵࡴ

202107

000032

�8

第2�ᅗ
㹑㹎202 弥生土器 甕 ̿ ̿ （2.7） ᶳ色 にࡪい㯤〓色 ᦶ⪖ ᶓࢹࢼ ᮍ調ᩚ ᚤ◁⢏をྵࡴ

202107

000052

�9

第2�ᅗ
㹑㹎2�3 弥生土器 甕 ̿ 8.5 （8.35）

ᶳ色～

にࡪい㯤ᶳ色
〓⅊色

刷ẟ目

ᦶ⪖

ࢹࢼ

ᦶ⪖

ࢹࢼ

ᮍ調ᩚ
◁⢏をከくྵࡴ ᦶ⪖著しい

202107

000080

70

第2�ᅗ
㹑㹎241 弥生土器 高ᆗ ̿ ̿ （4.4）

᫂㉥〓色～

にࡪい㉥〓色

にࡪい㯤ᶳ色

～⅊㯤〓色

࣑࢞࢟

୹ሬ
ࢹࢼ

ᶓࢹࢼ

୹ሬ
◁⢏をྵࡴ ⬮部∦

202107

0000�7

71

第2�ᅗ
㹑㹎23 土師器 ᇫ ࠝ14.�ࠞ 8.4 �.0 ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ࢹࢼ

ヘࣛษり

ᯈ目ᅽ⑞
⢭良 ⟃後ᆺ

202107

000009

72

第2�ᅗ
㹑㹎20� 土師器 ᇫ ̿ ̿ （2.�） ⅊色

⅊ⓑ色～

にࡪいᶳ色

ヘࣛࢣズリ

ᦶ⪖
ᅇ㌿ࢹࢼ ᦶ⪖

⢭良。⣽◁⢏、〓

色⢏Ꮚをྵࡴ

እ面஧次⿕⇕でᦶ⪖

ෆ面一部↴ࡅる

202107

000054

73

第2�ᅗ
㹑㹎2�3 土師器 ᆗ ࠝ15.8ࠞ ࠝ9.5ࠞ 4.0 ᶳ色～黒色 ᶳ色

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᦶ⪖

ヘࣛษり

ᦶ⪖

◁⢏、㉥色⢏Ꮚを

ከくྵࡴ

ᦶ⪖著しい

ཱྀ⦕部に黒ኚ

202107

000081

74

第2�ᅗ
㹑㹎1�7 土師器 ᆗ ̿ ̿ （3.�） ᶳ色

ᶳ色～

にࡪいᶳ色
ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ᦶ⪖

⢭良。〓色⢏Ꮚ、

㞼ẕをྵࡴ
ෆእ面に㛛ṑ⑞

202107

000041

75

第2�ᅗ
㹑㹎�2 土師器 ─ ࠝ14.�ࠞ ࠝ11.4ࠞ 2.4 ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ヘࣛษり

⢭良。㞼ẕを

ࡴྵ

202107

000017

7�

第2�ᅗ
㹑㹎79 土師器 ᑠ─ 8.5 �.1

1.4～

1.7

にࡪい〓色～

にࡪいᶳ色
にࡪい㯤ᶳ色 ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ࢹࢼ

ヘࣛษり

ᮍ調ᩚ

⢭良。㞼ẕ、㉥色

⢏Ꮚをྵࡴ

202107

000020

77

第2�ᅗ
㹑㹎274 土師器 ᢕᡭ （5.1） （4.9） 1.8

にࡪいᶳ色

～ὸ㯤色
にࡪい㯤ᶳ色 ࢹࢼ ࢹࢼ ̿

⢭良。◁⢏、

㞼ẕをྵࡴ
እ面↴ࡅる

202107

000109

78

第2�ᅗ
㹑㹎283 土師器 ᢕᡭ （4.05） （5.1） 2.7

黒色～

⅊㯤〓色
ῐ㯤ᶳ色

ࢹࢼ

ᣦ࢚࢜ࢧ
ᶓࢹࢼ ̿

⢭良。◁⢏、

㞼ẕをྵࡴ
እ面に黒ᩬ

202107

000115

79

第2�ᅗ
㹑㹎19

黒色土器

㸿㢮
ᇫ ̿ ̿ （7.2）

ᶳ色～

ὸ㯤ᶳ色
黒色

ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘࣛࢣズリ
࣑࢞࢟ ̿

⢭良。〓色⢏Ꮚを

ࡴྵ

202107

000008

80

第2�ᅗ
㹑㹎248

黒色土器

㹀㢮
㖊 ̿ ࠝ11.4ࠞ （4.75） 黒色 黒〓色

ヘ࣑ࣛ࢞࢟

ᅇ㌿ࢹࢼ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘ࣑ࣛ࢞࢟
ᅇ㌿ࢹࢼ ⢭良 ᗏ部∦

202107

0000�9

81

第2�ᅗ
㹑㹎274 須恵器 ᆗ ̿ ̿ （2.0） ᅇ㌿ࢹࢼ ᅇ㌿ࢹࢼ ̿

⢭良。黒色⢏Ꮚを

ࡴྵ
஧次⿕⇕をཷࡅる

202107

000110

82

第2�ᅗ
㹑㹎23 須恵器 甕 ̿ ̿ （13.4）

⅊㯤〓色

～⅊ⓑ色
⅊㯤〓色 ᱁Ꮚ目྇き ୪行文྇き ̿

◁⢏、黒色⢏Ꮚを

ከくྵࡴ
⬗部∦

202107

000010

83

第2�ᅗ
㹑㹎235 須恵器 甕 ̿ ̿ （11.�） ⅊色 ⅊色 ୪行文྇き

㟷ᾏἼ文

྇き
̿ 石⢏をⱝᖸྵࡴ ⬗部∦

202107

0000�2

84

第2�ᅗ
㹑㹎248 須恵器 甕 ̿ ̿ （4.�）

᱁Ꮚ目྇き

ᅇ㌿ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ ̿

⢭良。石⢏を

ࡴྵ
ཱྀ⦕部∦

202107

000070

85

第2�ᅗ
㹑㹎304 石製品

ᡴ製

石㙨
（2.4） （1.5） 0.4 ̿ 黒᭙石

基部ᢡᦆ

�0.95�㹥

202107

000131

8�

第2�ᅗ
遺構面 縄文土器 ῝㖊 ࠝ27.2ࠞ ̿ （14.8）

〓⅊色～

ὸ㯤ᶳ色

⅊色～

ὸ㯤ᶳ色

ࢹࢼ⦪

ᶓࢹࢼ

ࢹࢼ⦪

ᶓࢹࢼ
̿ ◁⢏をከくྵࡴ እ面↴ࡅる

202107

000148

87

第2�ᅗ
遺構面 縄文土器 ῝㖊 ̿ ̿ （5.�）

にࡪい㯤ᶳ色

～ᶳ色

黒〓色～

⅊〓色

ᶓࢣズリ

้目文

ᶓࢣズリ

ࢹࢼ
̿

◁⢏、ᚤ◁⢏をከ

くྵࡴ
ෆ面↴ࡅる

202107

000045

88

第2�ᅗ
遺構面 縄文土器 ῝㖊 ̿ ࠝ7.4ࠞ （2.4）

にࡪい㯤ᶳ色

～ᶳ色
ὸ㯤色

ࢹࢼ

ᣦ࢚࢜ࢧ
ࢹࢼ ࢹࢼ ◁⢏をከくྵࡴ 上ࡆᗏ

202107

000150

89

第2�ᅗ
遺構面 須恵器 ና ̿ ̿ （4.4） ⅊ⓑ色 ⅊ⓑ色

ヘࣛࢣズリ

᥋合ࢹࢼ

ヘࣛࢣズリ

ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘࣛษり

᥋合ࢹࢼ

⢭良。ᚤ◁⢏、黒

色⢏Ꮚをྵࡴ

202107

000151

90

第2�ᅗ
ໟྵᒙ 土師器 㖊 ̿ 9.4 （2.45）

⅊㯤〓色

～ᶳ色

にࡪいᶳ色～

にࡪい㯤〓色

ヘࣛࢣズリ

᥋合ࢹࢼ
ᅇ㌿ࢹࢼ

ヘࣛษり

᥋合ࢹࢼ

⢭良。⣽◁⢏、㞼

ẕをྵࡴ

ෆ面にἜ↮

高ྎにᯈ目ᅽ⑞

202107

000153

土ࠉ⫾

石ࠉᮦ
㔜㔞࣭ഛ⪃

Ⓩ録

番号

遺物

1o.

出土

遺構
種ࠉ別 器ࠉ種

ἲࠉ㔞ࠉ�cm� 色ࠉ調 調࣭ᩚࠉ文ࠉᵝ

にࡪい㯤ᶳ色

⅊ⓑ色～ᬯ⅊色

⅊ⓑ色

黒色 ᩙᡴ⑞

ᶳ色

ᶳ色

ᬯ㉥〓色

上ࡆᗏ

上ࡆᗏ
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Ϫ㸬調査の記録

第 27図 出土遺物෗┿１
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Ϫ㸬調査の記録

第 28図 出土遺物෗┿２
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Ϫ㸬調査の記録

第 29図 出土遺物෗┿３
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Ϫ㸬調査の記録

第 30図 出土遺物෗┿４
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Ϫ㸬調査の記録

第 31図 出土遺物෗┿㸳
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                            ϫ㸬⥲ࠉࠉᣓ

。௒ᅇの発掘調査では、縄文時代と弥生時代、古代、中世の遺構と遺物を☜ㄆしたࠉ

縄文時代の遺構は、竪穴住居㹑㹇270や埋甕㹑㹖２࣭３がᣲࡆられる。出土した土器は⢒製土器が

኱半を༨めるが、ᩘᑡない文ᵝやὀཱྀ土器のඹకから、㹑㹇270の年代は後期後半、三୓⏣ᘧ土器か

ら㫽஭原ᘧ土器に収まるとࡳられる（ὀ１）。࿘㎶では、西㞄のヘボノ木遺跡第47次調査で土坑㹑㹉

23�5（ὀ２）、神道遺跡第19次調査で後期後半のኴ㑻㏕ᘧ土器から三୓⏣ᘧ土器にか࡚ࡅの竪穴遺構

（ὀ３）が検出されたほか、神道遺跡第６次調査で埋甕（ὀ４）、第18次調査で西ᖹᘧ土器の土坑（ὀ㸳）、

第25次調査で３基の埋甕（ὀ６）、第2�次調査では㸳基の竪穴住居や13基もの埋甕が見つかった（ὀ㸵）。

㹑㹇270は、これら後期後半の遺構⩌の西ഃに位置し、㹑㹖２࣭３とඹに、஭⏣川の西ᓊにもྠ時期

の遺構がཬࡪことを᫂らかにした。また、⁥石をྵࡴ土器∦（第2�ᅗ�0࣭�1）は、๓期の᭮⏿ᘧ土

器、もしくは中期後半から後期ึ㢌の㜿高ᘧ⣔土器に収まるとࡳられる。第47次調査地点でもᮍ報告

だが᭮⏿ᘧ土器が出土し࡚࠾り、南西ഃに位置する山ୗ遺跡（ὀ８）でも᭮⏿ᘧ土器が出土し࡚࠾り、

๓期の集落の⠊ᅖを示す。ཱྀ⦕部に้ࡳ目を有する土器∦（第25ᅗ30、第2�ᅗ57࣭87）は、後期後半

の北久᰿山ᘧ土器に収まるとࡳられる。ヘボノ木遺跡では第�2࣭��次調査で出土し࡚࠾り（ὀ㸷）、西

ᑠ㊰遺跡やỈὙ遺跡からᗈがる集落の⠊ᅖを示唆するとࡳられる。

弥生時代の᫂░な遺構はないが、㹑㹉300や」ᩘのピットから弥生土器が」ᩘ出土した。いࡎれも

◚∦だが、ࡑの年代は๓期後半と中期後半に኱別できる。࿘㎶では、๓期後半から中期ึ㢌の土坑が

神道遺跡第２次調査で検出され࡚いる（ὀ10）。中期後半の遺構は、第34次調査の竪穴住居（ὀ11）と第

47次調査の土坑、神道遺跡第18次調査の土坑㹑㹉118࣭120がᣲࡆられる。第74次調査はこれらの遺構

の間に位置し、ヘボノ木遺跡南東部と神道遺跡の遺構が一連の集落である可能性を示す。

られる。㹑㹉250からは㸷世紀後ࡆ古代の遺構は、土坑㹑㹉1�1࣭250や火葬墓㹑㹖１、ピットがᣲࠉ

半から10世紀の土器が出土した（ὀ12）ほか、ピットから８世紀後半まで䭧る⟃後ᆺの土師器ᇫ（第2�

ᅗ71）や10～11世紀の黒色土器㹀㢮の㖊（第2�ᅗ80）な８、࡝世紀から11世紀の土器が出土した。㹑

㹉1�1࣭250のつᶍや出土遺物は、第53次調査（ὀ13）の㹑㹉2484࣭248�や神道遺跡第18次調査の㹑㹉

２࣭70に㢮ఝし࡚࠾り、ఏ㤿道に面した集落の存在がᣦ᦬できる。火葬墓㹑㹖１は、ヘボノ木遺跡で

８番目の検出౛である。土師器甕を⏝いたྠᵝの遺構は、これまで第３次調査（ὀ14）と第㸵࣭８次調

査（ὀ15）、第24次調査（ὀ1�）、第3�次調査（ὀ17）で検出され࡚࠾り、ヘボノ木遺跡の中ኸ部を中ᚰに

ศᕸするഴྥがᣦ᦬され࡚きた（ὀ18）。௒ᅇ、ヘボノ木遺跡の南東部で検出したことで、火葬墓が遺

跡の中ኸ部から南部一ᖏにᗈくศᩓするᵝ┦が示唆できる。な࠾、㹑㹖１のㄝ᫂で㏙࡭たࡼうに、こ

れらの遺構は第３次調査の検出౛を㝖い࡚火葬㦵や↝土といった火葬墓の特ᚩを示す遺物はඹకし࡚

いない。ᚑっ࡚、火葬墓௨እの⏝㏵の可能性がṧる。

᭱後に、調査༊南東部で検出した土坑㹑㹉230࣭240࣭320からは、㈠᫆陶磁器のⓑ磁☇や⣒ษᗏの

土師器─が出土した。これらわࡎかな出土遺物から、遺構の年代は12世紀に収まるとࡳられる。ྠ時

期の遺構とし࡚、第22次調査（ὀ19）の㹑㹉1�80がᣲࡆられるが、ヘボノ木遺跡の12世紀の遺構がこの

。うに༢⊂でศᕸするのにᑐし࡚、㹑㹉230࣭240࣭320はᐦ集し࡚いる点がὀ目できるࡼ
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࠙ὀࠚ

（１）㹑㹇270出土の縄文土器の年代は、ୗ記の文⊩をཧ⪃にした。

 ᐑෆඞᕫࠕ三୓⏣ᘧ土器の◊✲ࠖࠉ஑ᕞ古文化◊✲会ࠗ古文化ㄯྀ࠘第８集ࠉ᫛和5�年

 ᐩ⏣⣫一ࠕ三୓⏣ᘧ土器ࠖࠉຍ⸨᫴ᖹ࣭ᑠᯘ㐩㞝࣭⸨ᮏᙉ࣭編ࠗ縄文土器ϩ࠘縄文時代の◊✲４ࠉ㞝山㛶出∧ࠉᖹᡂ６年

 後⸨᫭一ࠕ஑ᕞ縄文時代ὀཱྀ土器の◊✲ࠖࠉ஑ᕞ古文化◊✲会ࠗ古文化ㄯྀ࠘第48集ࠉᖹᡂ14年

 久山町教育委員会ࠗ∦見㫽遺跡࠘久山町文化財調査報告書第11集ࠉᖹᡂ18年

（２）久留米市教育委員会ࠗ東部土地༊⏬ᩚ⌮事ᴗ関ಀ埋ⶶ文化財調査報告書第11集࠘久留米市文化財調査報告書第71集 ᖹᡂ２年

（３）久留米市教育委員会ࠗᖹᡂ11年ᗘ久留米市ෆ遺跡⩌࠘久留米市文化財調査報告書第1�1集ࠉᖹᡂ12年

（４）久留米市教育委員会ࠗ東部土地༊⏬ᩚ⌮事ᴗ関ಀ埋ⶶ文化財調査報告書第６集࠘久留米市文化財調査報告書第50集 ᫛和�2年

（㸳）久留米市教育委員会ࠗ神道遺跡̿ࠉ第18次調査̿࠘久留米市文化財調査報告書第154集ࠉᖹᡂ11年

（６）久留米市教育委員会ࠗ஧ᮏ木遺跡⩌Ϯ࠘久留米市文化財調査報告書第291集ࠉᖹᡂ22年

（㸵）久留米市教育委員会ࠗ஧ᮏ木遺跡⩌ϯ࠘久留米市文化財調査報告書第302集ࠉᖹᡂ23年

（８）久留米市教育委員会ࠗ久留米市埋ⶶ文化財調査集報ϱϰ࠘久留米市文化財調査報告書第412集ࠉᖹᡂ31年

（㸷）久留米市教育委員会ࠗへボノ木遺跡̿ࠉ第�2次調査̿࠘久留米市文化財調査報告書第121集ࠉᖹᡂ８年

ᖹᡂ12年ࠉ久留米市教育委員会ࠗ久留米市埋ⶶ文化財調査集報Ϫ࠘久留米市文化財調査報告書第1�7集ࠉࠉࠉ

（10）ὀ４文⊩とྠじ。

（11）久留米市教育委員会ࠗ東部土地༊⏬ᩚ⌮事ᴗ関ಀ埋ⶶ文化財調査報告書第８集࠘久留米市文化財調査報告書第58集 ᖹᡂඖ年

（12）古代࣭中世の土器のศ㢮と年代は、௨ୗの文⊩にᣐった。

᫛和58年ࠉ古代Ꮵ༠᭳ࠗ古代文化࠘第35ᕳ第㸵号（財）ࠉ後ᅜᗓ跡の調査ࠖ⟄ࠕᯇ村一良ࠉࠉࠉࠉ

日ᮏ中世土器◊✲会ࠉ12世紀の㈨ᩱ（１）ᮏ文編̿ࠖ～10̿ࠉる古代ᮎから中世の土器࣭陶磁器ࡅ࠾኱ᐓᗓにࠕ山ᮏಙኵࠉࠉࠉࠉ

᫛和�3年ࠉ中㏆世土器の基♏◊✲࠘ϫࠗࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

（13）久留米市教育委員会ࠗ東部土地༊⏬ᩚ⌮事ᴗ関ಀ埋ⶶ文化財調査報告書第㸳集࠘久留米市文化財調査報告書第45集 ᫛和�1年

（14）久留米市教育委員会ࠗ᫛和53年ᗘ東部土地༊⏬ᩚ⌮事ᴗ関ಀ埋ⶶ文化財調査ᴫ報࠘久留米市文化財調査報告書第21集 ᫛和54年

（15）久留米市教育委員会ࠗ東部土地༊⏬ᩚ⌮事ᴗ関ಀ埋ⶶ文化財調査報告書第１集࠘久留米市文化財調査報告書第29集 ᫛和5�年

（1�）ὀ13文⊩とྠじ。

（17）久留米市教育委員会ࠗ東部土地༊⏬ᩚ⌮事ᴗ関ಀ埋ⶶ文化財調査報告書第㸷集࠘久留米市文化財調査報告書第�1集 ᖹᡂ２年

（18）久留米市ྐ編さࢇ委員会࣭編ࠗ㈨ᩱ編ࠉ⪃古࠘久留米市ྐ第༑ᅄᕳࠉ久留米市ࠉᖹᡂ11年

ᖹᡂ11年ࠉ福岡⪃古ㄯヰ会ࠗ福岡⪃古࠘第18号ࠉ久留米市山ᮏ町出土のⶶ㦵器ࠖࠚ㈨ᩱ⤂௓࠙ࠕ神保බ久ࠉࠉࠉ

（19）ὀ４文⊩とྠじ。
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